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Ⅰ はじめに 

 

 本論は 1995 年と 2005 年のインドの主要都市におけ

る経済的中枢管理機能の諸相を提示し，この機能から

みたインドの主要都市の位置づけを行うこと，そして，

この機能からとらえた都市間結合を分析することによ

ってインドの都市システムを検討することを目的とす

る。もちろん，10 年間の変化を見ることによって，短

い期間ではあるが，インドの主要都市の位置づけと都

市システムの変化にも言及したい。 

 経済的中枢管理機能としては従来の研究と同様，主

要企業の本社と支所をとりあげる。インドにおいては

民間企業と同様あるいはそれ以上に公営企業と外資系

企業が重要な役割を果たしている。資料上の問題もあ

り，ここではその両者を取り上げている。 

 資料としては，『Major Companies of South West Asia』

（Graham & Whiteside 刊）と『The Bankers' Almanac』

（Reed Information Service 社）を使用する。1995 年につ

いては，年間売上高 10 万ルピー，もしくは従業者数

200 人以上の企業を，2005 年については従業者数 200

人以上の企業を経済的中枢管理機能の担い手としてふ

さわしいものとしてみなし，取り上げることにした 1）。

このようにして取り上げた企業は 1995 年については

627 社，2005 年については 1,173 社である。 

 まず，人口を指標としてインドの主要都市について

概観し，続いて経済的中枢管理機能からインドの主要

都市を分析していく。 

 

Ⅱ 人口からみたインドの主要都市 

 

 経済的中枢管理機能からの都市分析に入る前に人口

を指標として主要都市をみてみよう。 

 インドは総人口において 2000 年で 10 億人をこえ中

国に次ぐ第 2 位の人口大国であるが，2050 年では中国

を抜いて第 1 位になるとも予想されている。人口 50

万人以上の都市が 2010 年で 88 を数えるとはいえ，そ

の大部分は農村人口である。 

 

 

 表 1 は 1991，2001，2010（推計値）年の主要都市の

人口である。表には 2010 年で 50 万人以上の都市を掲

載した。その数は 88 である。人口 50 万人以上の都市

は 1991 年では 51，2001 年では 68 であったから，20

年間で 37 も増えたことになる。ほとんどの上位都市は

人口を増加させたが，コーチ（ン）のように 1991 年で

は 56 万余を数えた人口が 2001 年では 26 万人になり，

2010 年では 25 万人弱に推計されるほど人口減少をみ

た都市もある。この他にも大きな変動をした都市が散

見されるが，ここではこれ以上言及しない。図 2・3・

4 はこの 3 年次の人口を指標とした都市の順位規模曲

線である。 

 

図 1 研究対象都市 



2  経済的中枢管理機能からみたインドの都市システム（阿部） 

 

 

1 ムンバイ 9,925,891 1 ムンバイ 11,978,450 1 ムンバイ 13,830,884
2 デリー 7,206,704 2 デリー 9,879,172 2 デリー 12,565,901
3 コルカタ 4,399,819 3 コルカタ 4,572,876 3 バンガロール 5,438,065
4 マドラス 3,857,529 4 マドラス 4,343,645 4 コルカタ 5,138,208
5 ハイデラバード 3,059,262 5 バンガロール 4,301,326 5 マドラス 4,616,639
6 アーメダバード 2,966,312 6 ハイデラバード 3,637,483 6 ハイデラバード 4,068,611
7 バンガロール 2,908,018 7 アーメダバード 3,520,085 7 アーメダバード 3,959,432
8 カーンプル 1,879,420 8 カーンプル 2,551,337 8 プネー 3,446,330
9 プネー 1,702,376 9 プネー 2,538,473 9 スーラト 3,344,135
10 ナーグプル 1,624,752 10 スーラト 2,433,835 10 カーンプル 3,221,435
11 ラクナウ 1,619,115 11 ジャイプール 2,322,575 11 ジャイプール 3,210,570
12 ジャイプール 1,518,235 12 ラクナウ 2,185,927 12 ラクナウ 2750447
13 スーラト 1,498,817 13 ナーグプル 2,052,066 13 ナーグプル 2,447,063
14 インドール 1,091,674 14 インドール 1,474,968 14 パトナ 1,875,572
15 ボーバール 1,062,771 15 ボーバール 1,437,354 15 インドール 1,857,930
16 ヴァドーダラー 1,046,009 16 ルディヤーナー 1,398,467 16 ターネー 1,807,616
17 ルディヤーナー 1,042,740 17 パトナ 1,366,444 17 ボーバール 1,792,203
18 ハウラー 950,435 18 ヴァドーダラー 1,306,227 18 ルディヤーナー 1,740,247
19 マドゥライ 940,959 19 アーグラ 1,275,134 19 アーグラ 1,686,976
20 ワーラーナシー 940,778 20 ターネー 1,262,551 20 ピンプリ 1,637,905
21 パトナ 917,243 21 カリヤーン 1,193,512 21 ナーシク 1,585,444
22 アーグラ 891,790 22 ワーラーナシー 1,091,918 22 ヴァドーダラー 1,539,428
23 ヴィシャーカパトナム 875,175 23 ナーシク 1,077,236 23 ファリーダーバード 1,521,605
24 コーチンブッドゥール 816,321 24 メーラト 1,068,772 24 ガーズィヤーバード 1,505,958
25 ターネー 803,389 25 ファリーダーバード 1,055,938 25 ラージコート 1,456,181
26 アラハバード 792,858 26 ピンプリ 1,012,472 26 メーラト 1,404,723
27 ジャバルパル 764,586 27 ハウラー 1,007,532 27 カリヤーン 1,342,842
28 メーラト 753,778 28 ヴィシャーカパトナム 982,904 28 ナビムシバイ 1,268,784
29 シュリーナガル 702,478 29 アラハバード 975,393 29 アムリトサル 1,224,616
30 ヴィジャヤワーダ 701,827 30 ガーズィヤーバード 968,256 30 ワーラーナシー 1,211,891
31 グワーリヤル 690,765 31 ラージコート 967,476 31 アウランガバード 1,208,285
32 ジョードプル 666,279 32 ミーラー バヤンダル 966,862 32 ソーラープル 1,163,734
33 ティルッチラーッパッリ 660,405 33 コーチンブットゥール 930,882 33 アラハバード 1,142,722
34 ナーシク 656,925 34 マドゥライ 928,869 34 ジャバルパル 1,082,794
35 フッパッリ 648,298 35 シュリーナガル 898,440 35 シュリーナガル 1,081,562
36 ティルヴァナンタプラム 636,928 36 アウランガーバード 873,311 36 ラーンチー 1,073,466
37 ラーンチー 626,262 37 ソーラープル 872,478 37 ヴィシャーカパトナム 1,065,395
38 ソーラープル 604,215 38 ヴィジャヤワーダ 851,282 38 チャンディーガル 1,064,711
39 グワーハーティー 590,114 39 ジョードプル 851,051 39 マイソール 1,042,354
40 バレーリー 587,211 40 ラーンチー 847,093 40 ハウラー 1,034,982
41 アウランガバード 573,272 41 グワーリヤル 827,026 41 ジョードプル 1,026,140
42 チャンディーガル 569,374 42 グワーハーティー 809,895 42 グワーハーティー 1,022,606
43 コーチ 564,589 43 チャンディーガル 808,515 43 コーチンブットゥール 1,016,348
44 ラージコート 559,407 44 フッバッリ 786,195 44 ヴィジャヤワーダ 985,733
45 ガーズィヤーバード 542,992 45 マイソール 755,379 45 ミーラーバヤンダル 985,072
46 コーター 537,371 46 ティルッチラーッバッリ 752,066 46 グワーリヤル 943,725
47 ピンプリ 517,083 47 ティルヴァナンタプラム 744,983 47 フッバック 904,916
48 ジャーランダル 509,510 48 バレーリー 718,395 48 ブヴァネーシュヴァル 904,225
49 ゴーラクプル 505,566 49 ジャーランダル 706,043 49 ジャーランダル 903,491

50 ナビムンバイ 704,002 50 セーラム 895,388
51 セーラム 696,760 51 マドゥライ 889,052
52 コーター 694,316 52 アリーガル 869,941
53 アリーガル 669,087 53 ビワンディー 865,577
54 ブヴァネーシュヴァル 648,032 54 コーター 844,387
55 ムラーダーバード 641,583 55 バレーリー 837,564
56 ゴーラクプル 622,701 56 ティルヴァナンタプラム 830,943
57 ラーイプル 605,747 57 ムラーダーバード 823,506
58 ビワンディー 598,741 58 ティルッチラーッパッリ 819,833
59 ジャムシェドプール 573,096 59 ラーイプル 779,742
60 ビライ 556,366 60 コーラクプル 730,486
61 アムラーワティー 549,510 61 ビライ 725,171
62 カタカー 534,654 62 ジャムシェドプール 677,942
63 ワランガル 530,636 63 アムラーワティー 674,673
64 ビカネール 529,690 64 カタカー 663,075
65 ミーラーバヤンダル 520,388 65 ラジプール 642,457
66 グントゥール 514,461 66 ビカネール 636,423
67 バーヴナガル 511,085 67 バーヴナガル 611,801

68 ワランガル 595,276
69 シリグリ 579,821
70 ウールハースナガル 575,007
71 コールハープル 570,102
72 デラドゥーン 567,906
73 ジャム 567,555
74 サーングリミラジュ 565,170
75 ナーンデード 559,268
76 アジメール 556,991
77 ドゥルガプール 549,283
78 グルバルガ 546,554
79 グントゥール 544,712
80 ジャームナガル 540,573
81 バートパーラ 537,496
82 サハーランプル 528,572
83 南ダムダム 525,950
84 ジャルガオン 515,985
85 ノイダ 504,842
86 マヘシュタラ 502,772
87 コールバー 501,568
88 アサンソル 501,041

資料：『2001 Census』（インド政府）

1991年 2001年 2010年

表1　主要都市の人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 主要都市の人口 
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図 2 人口による都市の順位規模曲線（1995 年） 

図 3 人口による都市の順位規模曲線（2001 年） 



4  経済的中枢管理機能からみたインドの都市システム（阿部） 
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 次章では経済的中枢管理機能から都市分析を行うが，

人口の多い都市が必ずしもこの機能を多く持つわけで

はない。人口 150 万人以上の都市のうち，ターナ，ア

グラ，ピンプリ，ナシック，ガージアバードは分析の

対象にはならない。反対に，人口 100 万以下の都市の

うち，ヴィジャヤワダ，ブバネシュワル，マドゥライ，

コーチ（ン）は分析の対象となる。 

 

Ⅲ 主要都市における経済的中枢管理機能の諸相と都

市システム 

 

1．対象企業の概要 

 対象企業数は 1995年 627社，2005年 1,173社である。

その業種構成を示したものが表 2 である。資料として

使用した『Major Companies of South West Asia』は業種

別に企業を掲載しているわけではないし，掲載企業の

業種を 1 つに限定しているわけでもない。principal 

activities として掲載されている内容から使用者が各企

業の業種を分類しなくてはならない。ここでは筆者が

これまでの研究において行ってきた日本の企業の業種

分類に依拠してこれらの企業の業種を分類した。 

 両年次とも最多業種は「鉄鋼諸機械」である。「化学」

が続くが，両年次の比率は全く同じである。この 2 業

種に「食料品」「繊維」「紙・パルプ」「ゴム・窯業」「そ

の他製造業」を加えて製造業とすると，その数は 1995

年で 483 社（77.0％），2005 年で 894 社（76.2％）とな

り，比率もほとんど変わらないから，企業選定の基準

がやや異なることを考慮に入れても，その状況はほと

んど変わっていない。「鉄鋼諸機械」の比率はやや上昇

し，「繊維」の比率はやや低下した。しかし，「保険」

が新たに 4 社加わり，「サービス」の企業の比率は増加

図 4 人口による都市の順位規模曲線（2010 年） 

業種

農林・水産 16 (2.5) 22 (1.9)

鉱 7 (1.1) 16 (1.4)

建設 22 (3.5) 36 (3.1)

食料品 26 (4.1) 58 (4.9)

繊維 79 (12.6) 122 (10.4)

紙・パルプ 14 (2.2) 22 (1.9)

化学 112 (17.9) 210 (17.9)

ゴム・窯業 38 (6.1) 59 (5.0)

鉄鋼諸機械 174 (27.8) 343 (29.2)

その他製造業 40 (6.4) 80 (6.8)

商 12 (1.9) 10 (0.9)

金融 22 (3.5) 55 (4.7)

保険 0 （0.0） 4 (0.3)

運輸・不動産・倉庫・通信 6 (1.0) 19 (1.6)

電力 6 (1.0) 12 (1.0)

サービス 39 (6.2) 89 (7.6)

その他・分類不能 14 (2.2) 16 (1.4)

　計 627 (100.0) 1,173 (100.0)

資料：『Major Companies of South West Asia』（Graham & Whiteside刊）

         『The Bankers’ Almanac』（Reed Information Service社）

1995 2005

　　　表2　対象企業の業種構成表 2 対象企業の業種構成 
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したとはいえ，非製造業企業が製造業に比べて極めて

少ないという構造に変化はないといえよう。 

 

2．都市別本社の状況 

 表 3 はこの 2 年次の都市別の本社数である。両年次

とも本社数最多都市はムンバイである。全体に対する

比率も 22.6％から 25.6％へ増加した。コルカタとチェ

ンナイの本社数は増加したが，比率は低下した。デリ

ーの本社数は大きく増加したが，比率は微減した。ハ

イデラバート・バンガロール・プーナの本社数はいず

れも増加した。なかでもプーナの本社数は大きく増加

し，比率も 2.9％から 3.9％へ上昇した。両年次とも 1%

以上の比率をもつのは 12 都市である。チャンディガー

ルとインドールが入れかわった。 

 ここで 1 つ言及しておかなくてはいけないことがある。

それはセカンデラバードとファリダバドである。両都市

の本社数は両年次で前者が 10 と 16，後者が 5 と 11 であ

る。セカンデラバードはハイデラバードの北に隣接し，

ファリダバドはデリーの南東約 30 ㎞に位置する。ハイデ

ラバードとセカンデラバードを 1 つの都市をみなすと，

本社数（比率）は 1995 年では 37（5.9％）
2），2005 年では 63（5.4％）となる。 

 ファリダバドとデリーを同一の都市と

みなすことはやや無理ではある。しかし，

大都市圏と考えれば，デリー大都市圏の

本社数（比率）は少なくとも 1995 年では

73（11.6％），2005 年では 128（10.9％）

となる。デリーだけでもその本社数は

1995 年に比べて 2005 年では大きく増加

し，ムンバイに次ぐ本社数となった。 

 筆者のこれまでの研究では，連邦制を

採用している国では，大企業の本社数の

第 1 位都市は首都以外の都市であり，し

かもその集中率はそれほど大きくないこ

とが明らかにされている。インドの場合

もこれにあてはまるが，デリー（大都市

圏）での本社数の増加は留意しておく必
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図５ 支所数による都市の順位規模曲線（1995年・2005年）図 5 支所数による都市の順位規模曲線（左 1995 年・右 2005 年） 

1 ムンバイ 142 (22.6) 1 ムンバイ 300 (25.6)

2 コルカタ 77 (12.3) 2 デリー 117 (10.0)

3 チェンナイ 71 (11.3) 3 コルカタ 104 (8.9)

4 デリー 68 (10.8) 4 チェンナイ 84 (7.2)

5 ハイデラバード 37 (5.9) 5 ハイデラバード 63 (5.4)

6 バンガロール 30 (4.8) 6 バンガロール 58 (4.9)

7 プーナ 18 (2.9) 7 プーナ 45 (3.9)

8 アーメダバード 16 (2.6) 8 アーメダバード 30 (2.6)

9 コインバトール 13 (2.1) 9 コインバトール 29 (2.5)

10 チャンディガール 7 (1.1) 10 バロダ 20 (1.7)

バロダ 7 (1.1) 11 インドール 12 (1.0)

12 コーチン 5 (0.8) 12 カーンプル 11 (0.9)

ナーグプル 5 (0.8) ファリダバド 11 (0.9)

インドール 5 (0.8) 14 コーチン 9 (0.8)

カーンプル 5 (0.8) ジャイプル 9 (0.8)

ファリダバド 5 (0.8) スーラト 9 (0.8)

その他 116 (18.5) 17 チャンディガール 8 (0.7)

627 (100.0) ルディアナ 8 (0.7)

資料：表１と同じ 19 ナーグプル 5 (0.4)

マドウライ 5 (0.4)

その他 235 (19.9)

1,173 (100.0)

2005年1995年

表3　主要都市の本社数

　計

計

表 3 主要都市の本社数 
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業種
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計

農林・水産 2 3 1 2 1 3 10 22

鉱 3 2 2 1 1 1 6 16

建設 12 8 4 2 1 3 4 1 1 36

食料品 9 6 8 7 1 2 2 3 1 3 1 15 58

繊維 23 5 9 4 4 1 1 2 12 1 2 4 2 52 122

紙・パルプ 2 3 1 1 2 1 2 1 9 22

化学 91 15 13 11 6 10 4 9 2 10 2 4 1 32 210

ゴム・窯業 8 7 4 4 2 8 1 1 1 3 1 1 18 59

鉄鋼諸機械 71 35 35 26 16 12 26 7 8 4 5 1 2 6 89 343

その他製造業 18 10 10 5 4 4 1 1 1 2 4 20 80

商 4 1 1 1 1 2 10

金融 15 4 3 3 4 2 2 2 1 19 55

保険 3 1 4

運輸・不動産・倉庫・通信 7 6 1 2 3 19

電力 2 2 3 1 2 1 1 12

サービス 31 11 2 13 10 3 1 4 1 2 11 89

その他・分類不能 2 1 5 1 4 2 1 16

　計 300 117 104 84 58 47 45 30 29 20 16 12 11 11 289 1,173

222 81 80 58 35 37 36 22 25 16 14 11 11 11 235 894

(74.0) (69.2) (76.9) (69.0) (60.3) (78.7) (80.0) (73.3) (86.2) (80.0) (87.5) (91.7) (100.0) (100.0) (81.3) (76.2)

78 36 24 26 23 10 9 8 4 4 2 1 0 0 54 279

(26.0) (30.8) (23.1) (31.0) (39.7) (21.3) (20.0) (26.7) (13.8) (20.0) (12.5) (8.3) (0.0) (0.0) (18.7) (23.8)

注）ハイデラバードとセカンデラバードは別々に提示

製造業

非製造業

　　　表５　主要都市の本社数とその業種構成（2005）

ボ
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マ
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デ
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デ
ラ
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ド

バ
ン
ガ
ロ
ー

ル

そ
の
他
都
市

計

農林･水産 1 8 2 5 16
鉱 3 2 2 7
建設 7 3 4 4 1 3 22
食料品 4 5 2 1 14 26
繊維 20 7 2 8 6 2 34 79
紙 ・パルプ 2 1 2 1 1 7 14
化学 39 8 10 14 7 3 31 112
ゴム・窯業 4 5 4 3 9 13 38
鉄鋼諸機械 30 24 18 20 8 16 58 174
その他製造業 11 7 2 3 2 1 14 40
商 2 2 3 2 3 12
金融 6 1 4 2 2 7 22
運輸･倉庫･通信 4 1 1 6
電力 2 1 1 2 6
サービス 8 5 12 6 2 6 39
その他･分類不能 3 2 1 1 2 5 14
 計 142 77 71 68 37 30 202 627

106 55 42 52 33 24 171 483
(74.6) (71.4) (59.2) (76.4) (89.2) (80.0) (84.7) (77.0)

36 22 29 16 4 6 31 144
(25.4) (28.6) (40.8) (23.5) (10.8) (20.0) (15.3) (23.0)

製造業

非製造業

表4   主要都市の本社数とその業種構成(1995)

要があるかもしれない。 

 表 4・5 は本社多数都市の本社の業種構成を示したも

のである。全体を製造業と非製造業とに分けると，1995

年では前者が 77.0％，2005 年では前者が 76.2％ではほ

ぼ同じである。本社数の少ない都市ほど製造業の比率

が高い傾向にある。それは本社数が増えるとその業種

が多様化することを意味する。 

 両年次，本社数最多のムンバイはその比率は 74％台

である。チェンナイは製造業の比率が上昇し，デリー

は低下した。デリーは，この 10 年間で本社数が大きく

増え，ムンバイに次ぐ 2 番目の都市になったが，それ

は非製造業企業の増加という一面をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 主要都市の本社数とその業種構成（1995 年） 

表 5 主要都市の本社数とその業種構成（2005 年） 
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1 デリー 204 (100.0) 1 デリー 342 (100.0)

2 ムンバイ 199 (97.5) 2 ムンバイ 329 (96.2)

3 チェンナイ 166 (81.4) 3 チェンナイ 279 (81.6)

4 コルカタ 149 (73.0) 4 コルカタ 273 (79.8)

5 バンガロール 125 (61.3) 5 バンガロール 189 (55.3)

6 ハイデラバード 105 (51.3) 6 ハイデラバード 178 (52.0)

7 アーメダバード 95 (46.6) 7 アーメダバード 140 (40.9)

8 コインバトール 54 (26.5) 8 プーナ 114 (33.3)

9 プーナ 53 (26.0) 9 コインバトール 74 (21.6)

コーチン 53 (26.0) 10 ジャイプール 71 (20.8)

11 ラクナウ 42 (20.6) 11 インドール 69 (20.2)

12 ジャイプール 40 (19.6) 12 コーチン 67 (19.6)

13 ナーグプル 38 (18.6) 13 ラクナウ 63 (18.4)

インドール 38 (18.6) 14 ナーグプル 62 (18.1)

15 ヴィジャヤワダ 33 (16.2) 15 チャンディガール 52 (15.2)

ボーパル 33 (16.2) ヴィジャヤワダ 52 (15.2)

17 マドゥライ 32 (15.7) 17 ボーパル 51 (14.9)

18 バロダ 31 (15.2) バロダ 51 (14.9)

ヴィジャカパトナム 31 (15.2) スーラト 50 (14.6)

20 チャンディガール 30 (14.7) 20 マドウライ 49 (14.3)

21 ブバネシュワル 29 (14.2) カーンプル 49 (14.3)

カーンプル 29 (14.2) 22 ヴィジャカパトナム 48 (14.0)

スーラト 29 (14.2) 23 ブバネシュワル 47 (13.7)

24 ルディアナ 28 (13.7) ルディアナ 47 (13.7)

25 パトナ 25 (12.3) 25 パトナ 43 (12.6)

グワハティ 25 (12.3) 26 グワハティ 40 (11.7)

1,716 (100.0) 1,173 (100.0)

注：ハイデラバードの数はハイデラバード都市圏の数字

資料：表２と同じ

表６　主要都市の支所数

1995年 2005年

　計 計

3．都市別支所の状況 

 表 6 は支所数の多い順に主要都市を並べたものであ

り，図 5 は支所数を指標とした都市の順位規模曲線で

ある。重要な点を箇条書きで指摘しよう。 

①両年次とも支所数第 1 位の都市は首都のデリーであ

る。両年次とも本社数第 1 位の都市はムンバイであっ

た。本社数と支所数の第 1 位都市が異なるのは，日本・

韓国・フランスなどと異なる連邦制国家の特徴である。 

②両年次とも第 5 位まで都市の順位は変わらないこと

が指摘される。本社の項で指摘したように，ハイデラ

バードとセカンデラバードを 1 つの都市（ハイデラバ

ード都市圏）とみなすと，その支所数は 1995 年では

105，2005 年では 178 となる。つまり，両年次とも第 7

位まで都市の順位は変わらないことになる。また，第

1 位のデリーの支所数に対する比率も大きく低下した

バンガロール 3）を除くと，ほぼ同じである。 

③プーナの支所数の増加を注目する必要がある。プー

ナの支所数は 1995 年ではコインバトールに次ぐ第 9

位であったが，2005 年では 114 支所となり第 8 位とな

った。順位が 1 つ上昇したということだけはないこと

が図 5 から理解されよう。 

 図 5 から指摘されることは，1995 では上位 7 都市と

8 位以下の都市との間に大きな格差があったことであ

る。また，10 位のコーチンと 11 位のラクナウ以下と

の間にも小さな差を指摘できるかもしれない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 主要都市の支所数 
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ハ

イ

デ
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バ
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ド

農林・水産 1

鉱 4 5 4 3 1 2 1

建設 13 14 12 10 7 5 4 3 5

食料品 12 13 3 5 1 3 3 1 2

繊維 18 26 4 10 1 1 1 4 1

紙・パルプ 7 4 3 6 1

化学 65 56 48 55 23 29 23 27 9

ゴム・窯業 16 13 11 9 9 6 6 5 4

鉄鋼諸機械 109 101 99 91 61 53 42 32 22

その他製造業 18 17 15 13 15 12 9 10 6

商 3 3 3 3 3 3 5 1

金融 48 46 47 44 48 45 45 43 44

保険

運輸・不動産・倉庫・通信 2 6 3 3 3 3 3 1 2

電力 1 1

サービス 22 20 17 17 18 17 16 7 16

その他・分類不能 4 5 10 3 1 1 1

　計 342 329 279 273 189 178 156 140 114

245 230 183 189 111 104 84 79 44

(71.6) (69.9) (65.6) (69.2) (58.7) (58.4) (53.8) (56.4) (38.6)

97 99 96 84 78 74 72 61 70

(28.4) (30.1) (34.4) (30.8) (41.3) (41.6) (46.2) (43.6) (61.4)

デ

リ

ー

業種

　　　表７　主要都市の支所数とその業種構成（2005）
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 2005 年では 8 位のプーナと 9 位のコインバトールと

の間に大きな格差を指摘できる。また，14 位のナーグ

プルと 15 位のチャンディガール・ヴィジャヤワダ以下

の都市との間に小さな差を指摘できるかもしれない。 

 前稿 4）では，1995 年ではこの機能からみたインドの

都市は1～7位までの都市と8位以下の都市という二重

構造をもつと指摘したが，2005 年では 8 位のプーナま

でと 9 位以下の都市との 2 つの層に分けることが可能

である。 

 要約すると，この機能からみたインドの主要都市は

両年次とも二重構造を指摘できるが，2005 年ではそこ

にプーナが新たに加わったとも指摘できる。 

 表 7 は支所数多数都市の支所の業種構成を示したも

のである。業種を大きく製造業と非製造業とに分ける

と，支所数の多い都市ほど製造業の支所が多いことが

わかる。その理由は「金融」すなわち銀行に因るとこ

ろが大きい。銀行の支所は広く多くの都市に配置され

るため，支所数が多くない都市の中心業種である。そ

のことはコインバトールの支所の業種構成を見れば明

らかである。74 支所のうち 38 が「金融」である。製

造業比率は 32.4%にとどまる。 

 この機能からみた上位都市にプーナが加わったこと

については既述したが，プーナの支所の製造業比率は

38.6％であり，他の上位都市のそれとは大きな開きが

ある。しかし，コインバトールと比べれば，「鉄鋼諸機

械」をはじめとして製造業企業の支所数が多いことも

明らかである。 

 上位都市ほど製造業比率が高いことは上述したが，

とくに「鉄鋼諸機械」と「化学」の支所が多いことが

わかる。この 2 業種は対象企業のなかで第 1 位と 2 位

の業種であり，合計すると 553 社（47.1％）である。

この業種の支所の多少が都市の順位を決めていること

がわかる。 

 筆者は上位都市の支所ほど格上の支所が多いことを 

表 7 主要都市の支所数とその業種構成（2005 年） 
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to

（支所数）

from（本社数） 342 329 279 273 189 178 140 114

ムンバイ 96 77 89 53 54 44 40

300 (32.0) (25.7) (29.7) (17.7) (18.0) (14.7) (13.3)

(100.0)

デリー 43 32 39 22 19 17 12

117 (36.7) (27.4) (33.3) (18.8) (16.2) (14.5) (10.3)

(100.0)

コルカタ 41 38 27 12 14 10 4

104 (39.4) (36.5) (26.0) (11.5) (13.5) (9.6) (3.8)

(100.0)

チェンナイ 21 28 15 17 16 6 7

84 (25.0) (33.3) (17.9) (20.2) (19.0) (7.1) (8.3)

(100.0)

ハイデラバード 15 15 16 12 6 6 8

63(47+16) (23.8) (23.8) (25.4) (19.0) (9.5) (9.5) (12.7)

(100.0)

バンガロール 17 16 16 15 9 6 11

58 (29.3) (27.6) (27.6) (25.9) (15.5) (10.3) (19.0)

(100.0)

プーナ 11 9 9 10 6 6 3

47 (23.4) (19.1) (19.1) (21.3) (12.8) (12.8) (6.4)

(100.0)

アーメダバード 9 12 7 4 3 3 2

30 (30.0) (40.0) (23.3) (13.3) (10.0) (10.0) (6.7)

(100.0)

注：各都市(圏）の下段の数値は支所配置率を示す

資料：表２に同じ

表９　主要都市の支所配置（２００５）

バンガロール ハイデラバード アーメダバード プーナデリー ムンバイ チェンナイ コルカタ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

to

（支所数）

from（本社数） 204 199 166 149 125 105 95 54 53 53

ボンベイ 54 38 41 33 32 31 17 18 14

142（100.0） (38.0) (26.8) (28.9) (23.2) (22.5) (21.8) (12.0) (12.7) (9.9)

カルカッタ 37 33 23 11 9 8 5 2 5

77（100.0） (48.1) (42.9) (29.9) (14.3) (11.7) (10.4) (6.5) (2.6) (6.5)

マドラス 19 22 14 21 20 10 16 5 11

71（100.0） (26.8) (31.0) (19.7) (29.6) (28.2) (14.1) (22.5) (7.0) (15.5)

デリー 26 19 17 -15 11 15 2 3 4

68（100.0） (38.2) (27.9) (25.0) (22.1) (16.2) (22.1) (2.9) (4.4) (5.9)

ハイデラバード 7 12 11 7 3 5 1 2 2

37（100.0） (18.9) (32.4) (29.7) (18.9) (8.1) (13.5) (2.7) (5.4) (5.4)

バンガロール 10 12 10 10 5 4 3 6 2

30（100.0） (33.3) (40.0) (33.3) (33.3) (16.2) (13.3) (10.0) (20.0) (6.7)

注：各都市(圏）の下段の数値は支所配置率を示す

資料：表２に同じ

プーナ コーチ（ン）

表８　主要都市の支所配置（1995）

デリー ムンバイ チェンナイ コルカタ バンガロール ハイデラバード アーメダバード コインバトール

表 8 主要都市の支所配置（1995 年） 

表 9 主要都市の支所配置（2005 年） 
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図 6 支所配置数からみた都市間結合（1995 年） 図 7 支所配置率からみた都市間結合（1995 年） 

図 8 支所配置数からみた都市間結合（2005 年） 
図 9 支所配置率からみた都市間結合（2005 年） 
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日本の場合について指摘したが（阿部 2004），インドに

ついても少数ではあるが，そういった例を挙げることが

できる 5）。また，そのことは上位都市が広域のテリトリ

ーを所有していることを想起させるが，それを明確に確

定できる資料は今のところ，これも少数である。 

 

4．支所配置からみた都市間結合 

 表 8・9 は本社多数都市から支所多数都市への支所配

置数とその比率を示したものである。両年次とも最高

比率はコルカタからデリーへの支所配置率である。

30％台の支所配置率は 1995 年 10 例（全マトリックス

の 18.5％），2005 年は 8 例（同 14.3％）と少し減少低

下した。 

 ムンバイの本社数が多いためにいずれの都市におい

てもムンバイ本社企業の支所数が最多であるが，配置

率においてはムンバイ本社企業の支所配置率が飛びぬ

けているわけではない。 

 支所数が少なくなるにしたがって，当然のことなが

ら配置率は低くなる。1995 年ではアーメダバードにお

いては，デリーから 22.1％が最高であり，コインバト

ール・プーナ・コーチンにおいては 10％以下の支所配

置率が数多くみられる。2005 年ではハイデラバード・

アーメダバード・プーナにおいては 20％以上の支所配

置率はみられない。 

 1995 年に比べて 2005 年では 10％以下の支所配置率

例は大きく減少し，13 例から 8 例になった。 

 ムンバイは多くの本社をもつため，いずれの都市に

おいてもムンバイ本社企業の支所は高率を示す。1995

年のプーナでは 34.0％，コーチンでは 26.4％であった。

2005 年ではハイデラバードでは 30.3％，アーメダバー

ドでは 31.4％，プーナでは 35.1％といずれも 30％を超

える。 

 表 8・9 を図化したものが図 6～9 である。図 6 と 8

は支所配置の絶対数で，図 7 と 9 は支所配置率によっ

て描いたものである。図 6 と 8 の柱は各都市の本社数

を示しており，柱頭から柱足へ描かれた線が配置数で

ある。図7と9の矢印の支所配置の方向を示している。

4 枚の図は基本的に同じことを意味しているが，以下

の諸点を指摘できよう。 

 第一に両年次ともムンバイが都市システムの中心で

あるということである。第二に，ムンバイが都市シス

テムの中心とはいえ，日本の東京，韓国のソウル，フ

ランスのパリのような圧倒的な存在ではないというこ

とである。 

 

Ⅳ おわりに 

 

 経済的中枢管理機能の諸相の分析を通してインドの

主要都市と都市システムを検討してきたが，結論とし

て以下の諸点を指摘することができる。 

 まず，第一にインドは人口大国であり，人口 50 万人

以上の都市は 1995 年で 53，2010 年で 88 を数える。し

かし，経済的中枢管理機能からみると，人口が 50 万人

以上の都市であっても多くの都市が対象とならず，都

市人口とこの機能の多少は一致しない。 

 第二に 2 年次とも本社数と支所数の最多都市が同一

ではないこと，首都が本社数で第 1 位ではないことが

指摘される。具体的には本社数第 1 位はムンバイであ

り，支所数第 1 位はデリーである。しかし，ムンバイ

の本社数比率も 22.6％，25.7％であり，とくに高いと

もいえない。 

 首都が本社数において 1 位ではないという現象は連

邦制国家にみられることであり，インドもこれに該当

する。首都デリーは 1995 年では 68 社（10.8％）で第 4

位であったが，2005 年では第 2 位になった。しかし，

その比率は 10.0％であり，1995 年とほとんど変わらな

い。コルカタとチェンナイの比率が低下した分，ムン

バイとの差が拡大した。 

 支所数の順位規模曲線をみると，1995 年では上位 7

都市とそれ以下の都市，2005 年では上位 8 都市とそれ

以下の都市との間に大きな差のあることが指摘できる。

支所数においては大きく 2 つのグループに分けられる。 

 業種については本社数の多い都市は基本的に製造業

の比率が高い。支所については上位都市ほど製造業の

比率が高い。 

 支所配置からみた都市システムをみると，インドの

都市システムはムンバイを中心とするものであること

が指摘されるが，しかし，それはムンバイが圧倒的な

地位にあるというわけではない。そして，二重構造の

下位の都市群については，経済的中枢管理機能からみ

た都市間の結合関係は指摘できないことがわかる。 

 

注 

1）使用した資料は，全ての企業について売上高および従業者数

のデータが掲載されてはいない。したがって，ここでとりあ

げる企業以外にも基準を満たしている企業があることは否定

できない。 

2）先に発表した論文においては，両都市の本社数を合計してハ

イデラバードの本社数とした（阿部 2001 p60 表Ⅳ－3）。 

3）これについては理由があると思われるが，ここでは言及しな
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い。 

4）阿部（2001）を参照。 

5）例としては，SANDVIK ASIA（本社プーナ）は鉄鋼諸機械の

業種に分類されるが，デリー・ムンバイ・チェンナイ・コル

カタ・バンガロール・ハイデラバード・コインバトール・プ

ーナに支所を置いているが，これらを Area Sale Office として

いる。製造業ではないが FORMERLY INDUSTRIAL FINANCE 

CORPORATION OF INDIA（本社デリー）はデリー・ムンバ

イ・チェンナイ・コルカタ・バンガロール・ハイデラバード・

アーメダバード・ラクナウ・ジャイプール・ボーパル・チャ

ンディガールの支所を Regional Office とし，プーナやコーチ

（ン）などの支所とは区別している。 
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